
　

３
年
間
の
コ
ロ
ナ

禍
が
明
け
人
々
の
交

流
も
活
発
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
会
員
の

皆
様
も
健
や
か
に
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
会
の
役
員
会
も
顔
を
合
わ
せ
て
の
開
催
が
叶

い
、
健
康
づ
く
り
支
援
事
業
、
会
員
向
け
研
修
会

も
事
務
局
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
盛
況
の
中
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
、
皆
様
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
本
会
の
活
動
も
県
内
の
他

団
体
と
の
交
流
も
深
ま
り
連
携
の
幅
を
拡
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。「
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
」は
、人
々

の
生
活
、
特
に
健
康
思
考
・
公
衆
衛
生
活
動
の
価

値
観
を
高
め
、
私
た
ち
保
健
師
に
光
を
当
て
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
の
窮
地
を
脱
す
る
た
め
本
会
は
支

援
の
一
助
を
担
っ
た
こ
と
で
茨
城
県
保
健
福
祉
部

長
よ
り
感
謝
状
を
い
た
だ
き
、
県
民
の
皆
様
か
ら

認
知
さ
れ
声
を
か
け
ら
れ
る
会
員
も
多
く
な
っ
た

と
喜
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
効
果
は
後
輩
の
行
政
保

健
師
の
採
用
枠
の
拡
が
り
と
と
も
に
数
に
反
映
さ

れ
、
県
や
市
町
村
に
お
い
て
も
常
勤
保
健
師
が
増

員
採
用
さ
れ
、
県
民
の
健
康
づ
く
り
に
尽
く
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
私
達
も
生
涯
現
役
を
目
標

に
「
本
会
に
集
い
」
人
生
を
謳
歌
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
願
い
同
級
生
へ
の
声
か
け
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

さ
て
、昨
年
10
月
31
日（
火
）～
11
月
２
日（
木
）、

筑
波
大
学
医
学
医
療
系
ヘ
ル
ス
サ
ー
ビ
ス
リ
サ
ー

モンゴル遊牧民の「ゲル」（2023 年 6 月）　撮影：黒須　道子会員

チ
分
野
教
授
の
田
宮
菜
奈
子
学
会
長
の
下
、「
実

践
と
研
究
の
シ
ナ
ジ
ー
（
相
乗
効
果
）
が
織
な

す
保
健
医
療
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
進
化
と
調
和
」
を

テ
ー
マ
に
、
つ
く
ば
国
際
会
議
場
に
お
い
て
本
県

で
は
２
回
目
と
な
る
第
82
回
日
本
公
衆
衛
生
学
会

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
人
生
１
０
０
年
時
代

の
基
礎
で
あ
る
健
康
維
持
・
向
上
を
図
る
に
は
、

予
防
健
康
づ
く
り
が
重
要
課
題
で
あ
り
、
そ
の
研

究
事
業
の
１
つ
が
ヘ
ル
ス
サ
ー
ビ
ス
リ
サ
ー
チ

（
Ｈ
Ｓ
Ｒ
）
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｓ
Ｒ
と
は
、

ヘ
ル
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
及
び
そ
の
社
会
的

影
響
に
焦
点
を
当
て
た
多
面
的
で
学
際
的
な
研
究

分
野
で
す
。
田
宮
学
会
長
の
ご
講
演
で
は
、
田
宮

学
会
長
ご
自
身
の
経
験
か
ら
「『
人
は
出
会
っ
た

言
葉
で
で
き
て
い
る
』自
分
の
心
の
声
を
聞
い
て
、

思
い
を
声
に
出
し
て
み
る
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
言

葉
を
い
た
だ
く
人
と
の
対
話
の
シ
ナ
ジ
ー
が
何
よ

り
の
力
に
な
る
」
と
講
演
さ
れ
、
私
も
共
感
し
ま

し
た
。
実
践
と
研
究
の
相
乗
効
果
が
表
出
さ
れ
る

学
会
の
テ
ー
マ
と
な
っ
た
Ｈ
Ｓ
Ｒ
と
い
う
学
問
が

30
年
前
よ
り
育
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
理
解
し
ま
し

た
。

　

会
員
は
、
多
く
の
方
と
一
期
一
会
が
あ
り
智
恵

を
い
た
だ
き
「
こ
の
会
に
集
い
」
持
続
可
能
な
会

に
成
り
得
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
会
員
は
じ
め
関
係
者
の
皆

様
の
ご
健
康
を
祈
念
し
、
併
せ
て
今
後
も
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
六
年
一
月
吉
日

新
年
の
ご
挨
拶

茨
城
県
在
宅
保
健
師
の
会
　
会
長 

　
照
沼
　
美
代
子
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令和５年度　第１回在宅保健師の会研修会令和５年度　第１回在宅保健師の会研修会

「
人
生
１
０
０
年
時
代
ー
今
振
り
返
っ
て
思
う
こ
と
ー
」

学
校
法
人
清
真
学
園
　
理
事
長
　
山
口
　
や
ち
ゑ
　
氏
　

■
男
女
共
同
参
画
か
ら
福
祉
へ

　

茨
城
県
立
高
校
の
教
員
と
し
て
16
年
間
勤
務
し
た
後
、
県
立
婦
人
教
育
会

館
に
異
動
と
な
り
、
東
浦
め
い
初
代
館
長
の
も
と
４
年
間
勤
務
、
そ
れ
が
男

女
共
同
参
画
と
の
出
会
い
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
県
庁
知
事
部
局
女
性
青
少
年

室
に
異
動
と
な
り
、
男
女
共
同
参
画
関
係
の
仕
事
に
通
算
11
年
間
携
わ
る
こ

と
と
な
る
。
こ
の
間
、
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
生
き
生
き
と
活
動
さ
れ
て
い
る

素
晴
ら
し
い
先
輩
方
に
出
会
い
、
先
進
的
な
取
り
組
み
な
ど
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
な
っ
た
。
そ
の
時
期
は
国
連

婦
人
の
10
年
に
代
表
さ
れ
る
世
界
的
レ
ベ
ル
で
の
女
性
の
地
位
向
上
が
叫
ば

れ
て
い
た
時
代
で
あ
り
、時
期
的
に
も
恵
ま
れ
た
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、

介
護
保
険
室
長
と
な
り
、
福
祉
の
世
界
に
飛
び
込
ん
だ
が
、
介
護
保
険
を
勉

強
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
女
性
問
題
と
の
関
わ
り
が
深
い
こ
と
に
気
づ
き
、
や

り
が
い
を
感
じ
た
。

■
秘
書
課
長
時
代

　

先
輩
か
ら
「
知
事
の
４
選
は
あ
な
た
の
腕
に
か
か
っ
て
い
る
」
と
言
わ
れ
、

政
治
の
道
に
踏
み
込
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
を
実
感
し
た
。
無
我
夢
中
で
過
ご

し
た
２
年
間
だ
っ
た
が
、
幸
い
知
事
は
４
選
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。
県

庁
は
県
民
に
と
っ
て
敷
居
が
高
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の
で
、
誰
で
も

訪
ね
や
す
い
秘
書
課
を
心
が
け
る
よ
う
に
努
め
た
。

■
保
健
福
祉
部
長
時
代

　

医
学
部
の
研
修
医
制
度
が
大
き
く
変
わ
り
、
極
端
な
医
師
不
足
時
代
と
な
っ

て
い
た
。
医
師
不
足
へ
の
対
応
策
と
し
て
「
国
の
地
域
枠
」
制
度
を
活
用
し
各

大
学
医
学
部
へ
の
働
き
か
け
を
強
化
し
、
60
人
を
超
え
る
地
域
枠
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。
ま
た
、
特
に
県
北
地
域
へ
の
対
応
と
し
て
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
導
入

を
図
り
、
水
戸
済
生
会
病
院
と
水
戸
医
療
セ
ン
タ
ー
の
２
か
所
を
基
地
病
院
と

す
る
こ
と
で
救
急
対
応
が
可
能
と
な
っ
た
。
副
知
事
兼
務
を
含
め
て
３
年
間
の

部
長
職
だ
っ
た
が
、
結
婚
・
少
子
化
対
策
か
ら
、
高
齢
者
対
策
ま
で
実
に
幅
広

く
、
最
も
や
り
が
い
の
あ
る
歳
月
で
あ
っ
た
。

■
副
知
事
と
し
て
の
７
年
４
カ
月

　

様
々
な
問
題
を
解
決
し
て
い
く
に
あ
た
り
、
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
を
取
り

入
れ
な
が
ら
、
関
わ
り
を
持
っ
た
方
々
・
県
民
・
職
員
と
の
出
会
い
を
大
切
に

し
て
き
た
。
就
任
の
翌
年
に
は
、
東
日
本
大
震
災
と
言
う
困
難
に
も
直
面
し
た

が
、「
茨
城
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
言
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
、

職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
国
の
省
庁
を
突
き
動
か
し
、
東
北
被
災
３
県
に
も
劣
ら

ぬ
国
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
こ
と
が
現
在
の
茨
城
の
発
展
を

支
え
る
礎
に
な
っ
て
い
る
と
確
信
し
て
い
る
。
苦
楽
を
共
に
し
た
多
く
の
方
々

と
の
交
流
は
現
在
で
も
続
い
て
お
り
、
大
き
な
財
産
と
な
っ
て
い
る
。

■
生
き
が
い
は
自
分
で
見
つ
け
る
も
の

　

生
き
が
い
（
輝
い
て
生
活
で
き
る
人
生
）
は
自
分
で
見
つ
け
る
も
の
で
、
プ

ラ
ス
思
考
の
見
方
で
人
生
が
変
わ
っ
て
く
る
。
①
声
が
か
か
っ
た
ら
出
か
け
る

（
世
界
を
見
る
）。
②
い
ろ
い
ろ
な
人
と
出
会
う
。
③
友
人
に
誘
わ
れ
た
ら
出
か

け
て
行
き
交
流
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

副
知
事
を
ご
勇
退
後
、
２
０
１
７
年
か
ら
茨
城
県
立
歴
史
館
の
館
長
を
務

め
ら
れ
、
２
０
２
１
年
か
ら
は
清
真
学
園
理
事
長
、
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨

城
県
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会
理
事
長
と
し
て
現
在
も
幅
広
く
ご
活
躍
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

山
口
先
生
の
講
演
を
皆
様
の
こ
れ
か
ら
の
人
生
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
・
仲
主
靜
子
）

９月29日に、市町村会館２階　201会議室にて、標記研修会が開催され会員18名が参加しました。

座右の銘
無用の用
この世の中に無駄なも
のは何一つない、一見
無駄に見えるものが実
は役立っている

不易流行
流れ行く川と水の関係
にも似て、伝統を大切
にしつつ、時代に応じ
て新しいものを取り入
れていくことが大切で
ある
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「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
」

健
康
運
動
指
導
士
　
仲
主
　
靜
子
　
氏
　

　

今
回
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
」
と
題
し
て
実
技
を
含
め
て
講
演

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

仲
主
先
生
は
、
看
護
師
、
保
健
師
の
国
家
資
格
の
ほ
か
、
医
療

的
ケ
ア
専
門
員
の
資
格
も
お
持
ち
で
教
育
に
も
携
わ
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
平
成
２
年
に
は
健
康
運
動
指
導
士
の
資
格
を
取
得
さ
れ
、
現
在
も
高
校
、

施
設
、
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
等
で
幅
広
く
ご
活
躍
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

講
演
で
は
、
心
と
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め
に
は
、
セ
ロ
ト
ニ
ン
神
経
を
活
性
化
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
セ
ロ
ト
ニ
ン
神
経
は
一
.
リ
ズ
ム
運
動

を
す
る　

二
.
グ
ル
ー
ミ
ン
グ
を
す
る　

三
.
太
陽
の
光
を
浴
び
る
こ
と
で
活
発
化
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。セ
ロ
ト
ニ
ン
神
経
が
活
性
化
さ
れ
る
と
立
位
保
持
に
関
係
す
る「
抗

重
力
筋
」に
緊
張
を
与
え
姿
勢
が
よ
く
な
り
ま
す
。ま
た
、「
抗
重
力
筋
」が
刺
激
さ
れ
る
と
、

交
感
神
経
・
副
交
感
神
経
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
刺
激
さ
れ
、
姿
勢
が
よ
く
な
る
、
ス
ッ
キ
リ

と
爽
快
な
気
分
に
な
る
、
朝
を
演
出
し
て
く
れ
る
な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

実
技
の
時
間
で
は
、
順
天
堂
大
学
の
小
林
弘
幸
教
授
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
音
楽
を
流
し

な
が
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。
呼
吸
法
と
し
て
、「
丹
田
呼
吸
（
呼
気
を
長
く
す
る
。
１
分
間

に
４
～
６
回
ぐ
ら
い
の
速
さ
）」
を
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
丹
田
呼
吸
を
す
る
だ
け

で
気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
空
い
た
時
間
に
、
丹
田
呼
吸
を
す
る

だ
け
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、「
タ
ッ
チ
ケ
ア
」
は
開
始
し
て
７

～
８
分
く
ら
い
経
つ
と
脳
下
垂
体
後
葉
か
ら
ホ
ル
モ
ン
（
オ
キ
シ
ト
シ
ン
）
が
分
泌
さ
れ
、

副
腎
か
ら
出
さ
れ
る
ス
ト
レ
ス
ホ
ル
モ
ン
（
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
）
の
量
が
減
少
し
、安
心
感
、

活
力
、
免
疫
力
が
高
ま
り
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
あ
ら
わ
れ
、
肩
こ
り
・
腰
痛
予
防
に
な
り

ま
す
。「
タ
ッ
チ
ケ
ア
」
の
ポ
イ
ン
ト
は

１
秒
間
に
５
㎝
進
む
ぐ
ら
い
の
ス
ピ
ー
ド

で
触
れ
る
こ
と
で
す
。

　

日
常
生
活
の
中
で
体
操
を
す
る
時
間
を

作
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
考
え
が
ち
で
す

が
、
朝
起
き
た
ら
丹
田
呼
吸
法
を
す
る
、

歯
磨
き
や
洗
濯
し
な
が
ら
ス
ク
ワ
ッ
ト
を

す
る
な
ど
す
き
ま
時
間
を
見
つ
け
て
行
う

こ
と
が
継
続
す
る
ポ
イ
ン
ト
と
話
さ
れ
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
（
文
・
事
務
局
）

確かに声をかけていた
だくのは幸せなこと。
自分もまだまだプラス
思考で自分の目指す道
を歩いていきたいと思
いました。

いろいろな人とおつきあいす
ることが大切。プラス思考で
見る。声がかかったら受ける。
無用の用、不易流行、努力と
人との出会いと運。印象に残
った言葉１つ１つ大切なこと
と納得しました。

参加して良かった！それ
ぞれの人生、みんな違い
ますが自分なりのこれま
での生き方、そしてこれ
からの生き方に前向きに
思いをはせる事が出来ま
した。

実技がありとても役に
立ちそうです。つまず
くことが多くなったの
で、歩き方に気を付け
ようと思いました。

平ゴムを使った体操
など、身近な所から
運動ができると思い
ました。楽しかった。

とても気持ち良かったです。
ぜひ家でやってみたいです。

とてもリフレッシュ出来ました。無理
なく体全体を動かせたと思います。

山口やちゑ氏の講演を聞いて

「リフレッシュ体操」を体験して

………………  参加者の声  ………………………………  参加者の声  ………………
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令和５年度健康づくり支援事業　支援過程
令和５年度も多数の市町村より健康づくり支援事業の申請がありました。

ご協力いただきました会員の皆様におきましては、心より厚く御礼申し上げます。

市町村 事業内容 支援時期 支援期間 支援人数/対象者数
大洗町 保健指導（特定保健指導の初回面接） 5月・9月 3日間 14/16
美浦村 特定健診未受診者に対する受診勧奨支援（電話勧奨） 5月・11月 5日間 151/161
土浦市 健康まつり 6月 1日間 421/5,320
つくば市 特定健康診査未受診者に対する受診勧奨支援（電話勧奨） 8月 5日間 213/615

八千代町 重複・頻回受診者及び重複・多剤服薬者に対する
訪問指導支援 9月 2日間 6/6

牛久市 重複・頻回受診者及び重複・多剤服薬者に対する
訪問指導支援 10月 1日間 3/3

鉾田市 重複・頻回受診者及び重複・多剤服薬者に対する
訪問指導支援 10月 2日間 4/9

常陸大宮市「女性のための健康セミナー」開催に伴う健康相談コーナー設置骨波形測定器骨ウェーブ・血管年齢測定システムによる測定及び結果指導 10月 1日間 46/56

古河市 重複・頻回受診者及び重複・多剤服薬者に対する
訪問指導支援 10月 4日間 17/23

笠間市 重複・頻回受診者及び重複・多剤服薬者に対する
訪問指導支援 11月 3日間 3/5

桜川市 重複・頻回受診者及び重複・多剤服薬者に対する
訪問指導支援 10月・12月 7日間 12/17

龍ケ崎市 重複・頻回受診者及び重複・多剤服薬者に対する
訪問指導支援 11月 2日間 5/12

常陸太田市 重複・頻回受診者及び重複・多剤服薬者に対する訪問指導支援 11月 7日間 11/11

守谷市 糖尿病性腎症重症化予防事業、受療勧奨通知後の
未受療者への保健指導（電話勧奨） 12月 7日間 41/46

大子町 保健指導（特定保健指導初回面接を行う健康相談
での個別相談）

11月・12月・
3月 4日間

支援未完了五霞町 重複・頻回受診者及び重複・多剤服薬者に対する
訪問指導支援 令和6年2月 2日間

那珂市 保健指導（健康セミナー開始前の健康測定ブースにおいて、体組
成計測定と握力測定を行い、その結果に基づく保健指導を実施） 令和６年２月 1日間

（令和5年12月末現在）

（件）
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健康づくり支援事業の支援を受けた市町村からの声

＜重複・頻回受診者及び重複・多剤服薬者に
対する訪問指導支援＞
対象者の状況等について詳しく聞き取りをし
ていただき、各疾患についての原因、医療機
関への通院歴と服薬状況、生活の状況、また
必要な支援などを把握することができまし
た。対象者も悩み事や健康状態等について積
極的に相談してくれたため、とても有意義な
時間になりました。

＜保健指導＞
健診当日の初回面接というこ
とで、時間が限られている中
でしたが、対象者に合わせた
指導をしていただき、その後
の支援につなげていただくこ
とができました。

＜特定健診未受診者に対する受診
勧奨支援＞
今までの保健師としての経験を存
分に活かしていただき、スムーズ
な電話勧奨業務の実施ができまし
た。健診に関する情報を把握し、
適切にご説明いただけました。

＜その他（健康まつり）＞
参加者にも運営スタッフにも丁
寧な対応で、大変好評でした。
市の骨粗鬆症検診の対象となっ
ていない方で、骨量測定を希望
する方も来場していましたが、
測定方法については好評を得て
いました。

健康づくり支援事業の支援に協力した会員の声

＜重複・頻回受診者及び重複・多剤服薬者
に対する訪問指導支援＞
頻回受診、多剤服薬者の方に対して病院受
診・減薬について直接的には話をせず、ま
ずは対象者の話をよく聞くように心がけて
います。
電話での支援よりも訪問して直接顔を合わ
せて話をした方が詳しく話が聞けて良かっ
たです。

＜保健指導＞
時折、立て続けに対象者が来
ることがあったが、その時に
は町の保健師が対応してくれ
ました。
初めての支援場所で戸惑うこ
とはありましたが職員の方が
こまめに様子を見に来てくれ
ていたので安心して保健指導
ができました。

＜特定健診未受診者に対する受診
勧奨支援＞
マニュアルを準備していただいた
ので、話の切り出し方に困らず良
かったです。
隣には村の保健師が業務をしなが
らも、電話の内容を気にしてくれ
ていて、住民の方に分からないこ
とを聞かれてもすぐに対応してく
れたので助かりました。

＜その他（健康まつり）＞
測定を実施した住民の方か
ら測定結果について今後の
健康づくりに役立てたいと
言っていただけました。
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茨城県在宅保健師の会　茨城県在宅保健師の会　会員募集のお知らせ会員募集のお知らせ
茨城県在宅保健師の会では、保健師としての知識や経験を活かして活動できる方を募集しています。茨城県在宅保健師の会では、保健師としての知識や経験を活かして活動できる方を募集しています。
・入会費・年会費：・入会費・年会費：無料無料　　　　　　　　　　・会報（年 2回発行）：・会報（年 2回発行）：無料無料
・研修会（年 2回）：・研修会（年 2回）：基本受講無料（研修内容によって集金する場合があります。）基本受講無料（研修内容によって集金する場合があります。）
　お仕事に必要な知識の習得を目的としたものや、ご自身の健康づくり、レクリエーション的　お仕事に必要な知識の習得を目的としたものや、ご自身の健康づくり、レクリエーション的
要素のあるものまでバリエーション豊富で役に立つ内容です。要素のあるものまでバリエーション豊富で役に立つ内容です。

発　行
茨城県在宅保健師の会事務局

（茨城県国民健康保険団体連合会 保健事業課内）

〒310-0852
茨城県水戸市笠原町978番26
茨城県市町村会館 4 階

電話 : 029-301-1553
Fax : 029-301-1575
Email : jigyou@ibaraki-kokuhoren.or.jp
URL : https://www.ibaraki-kokuhoren.or.jp/

zaitaku_hoken_kai

入会案内・入会申込書はこちらから  ➡入会案内・入会申込書はこちらから  ➡
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お問い合わせ・
お申し込みは

事務局までどうぞ !
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照沼会長より国保連合会に絵画を
寄贈していただきました。
作・今堀　清　氏

令和５年度　第２回在宅保健師の会研修会のご案内

日時：令和６年３月１５日（金）　１３時～１５時３０分
場所：茨城県市町村会館　２階　２０１会議室
内容：講　演　中田　智雄　氏（薬剤師）　「ポリファーマーシーについて」（仮）
　　　太極拳　猿谷　裕子　氏　　　　　「呼吸を入れて動こう」（仮）

　皆様でお誘いあわせの上、是非ご参加ください。共に学び、楽しいひと時を過ごしましょう♪
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